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新型コロナウイルス感染症と向き合うこととなり

約１年半が経過した。ワクチン接種は着実に進んで

いるが、未だ収束は見出せず、感染拡大防止対策が

継続して講じられてきている。 

その対策の柱の一つが、「働き方」の見直しだ。こ

れまでも柔軟な働き方が模索されていたが、対策の

旗印のもと在宅勤務が強く要請され、対応が難しい

職種を除き、社会の中で実践されている。 

この在宅勤務、私どもでも取り組んでいる。利用

してみると通勤の手間なく、仕事の邪魔は時々寄っ

てくる飼い猫ぐらい。集中して効率良く仕事ができ

快適だ。連絡はメールやウェブ会議で済ませられる。

しかし、どうも落ち着かない。従前は、周囲の状況

を肌で感じ、組織としての一体感を持つことができ

た。仕事の合間での会話で、気づきやヒントを得る

こともできた。それが在宅勤務では感じられない。

良いことばかりではなさそうだ。世の中でも同様な

意見があり、コミュニケーション上の工夫や在宅勤

務を減らす動きが出てきている。一方で、実践によ

り利点が認知され、より在宅勤務へとシフトする動

きもある。単身赴任制度やオフィスの見直しにもつ

ながっている。もはや社会全体としては、従前の「完

全出社前提」に戻ることはなさそうだ。働く価値観

も多様化している。オンライン授業前提の学生が社

会に出るとさらに多様化も進むだろう。ジョブ型な

ど人事制度の移行も進みそうだ。その中で、人と人

のつながりは、一層、大切にされるであろう。今、

社会では様々な流れが渦巻いている。果たしてコロ

ナ後の日本の働き方はどのような風景になっている

のであろうか。 

一刻も早く、感染症が収束することを心から願っ

ている。歴史上、感染症の流行は、社会を変えてき

た。今回も働き方だけではないだろう。感染症の行

方のみならず、社会の流れや変化をしっかりと感じ

取り、見定め、行動していくことが、今、私たちに

求められていると強く感じている。この「禍」を「福」

へと転じさせたい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

コロナ禍と働き方 

鉄道総合技術研究所 

理事 

小石 智之 

☆ 人間科学関連 刊行物のご案内 ☆ 

刊行物のバックナンバーは鉄道総研の Web ページからご覧になれます。 

●人間科学ニュース（https://www.rtri.or.jp/rd/news/human/#new） 

鉄道と人間科学、安全性、快適性などにまつわる研究成果やトピックをご紹介しています。 

●鉄道総研報告－RTRI Report－（https://www.rtri.or.jp/publish/rtrirep/） 
研究成果を学術的な観点からまとめた論文誌で月１回発行しています。 

●ＲＲＲ－Railway Research Review－（https://www.rtri.or.jp/publish/rrr/） 

研究開発成果および鉄道技術をわかりやすく紹介する鉄道総研の月刊 PR 誌です。 
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はじめに 

失念（し忘れ）の防止は、作業を安全に行う上で重

要です。鉄道総研では、作業員が簡単に実施でき、コ

ストもかからない失念防止手法として先取喚呼を提

案しています。先取喚呼にはイメージング型と反復

型の２つがありますが、イメージング型喚呼は人間

科学ニュース No.231（2021 年１月号）で紹介しま

したので、本稿では、反復型喚呼の行い方とその注意

点について紹介します。先取喚呼は失念防止全般に

使用できる手法ですが、もともとは、列車運転士の失

念による速度超過を防止するために考案されました。

このことから、本稿では速度超過防止に焦点をあて

て反復型喚呼を紹介します。 

 

反復型喚呼とその行い方 

 日常生活において、「さっきまで○○をしようと

思っていたのに、他ごとを少し考えているうちに、し

忘れてしまった」という経験は誰もが一度はあるの

ではないでしょうか。このように一度は思い出して

も、意識が他に向いてし忘れるというタイプの失念

を防ぐ目的で行うのが反復型喚呼です。 

 その行い方は非常にシンプルです。忘れてはいけ

ない内容を定期的に声に出す。これだけです。こうす

ることで、意識上にその内容を常に置き続けること

ができ、失念を防ぐことができます。一例として、運

転士が臨時の徐行区間の存在を忘れないように制限

速度などを喚呼している様子を図１に示しました。 

 反復型喚呼を行うタイミングは、信号確認のため

の指差喚呼時や、力行ノッチやブレーキをかけた直

後等が適しています。これらの作業では、信号現示や

速度計などに注意を集中させる必要があり、徐行の

存在が意識上からなくなりやすくなります。そこで、

作業直後に喚呼をすることで、意識上に徐行の存在

を維持させることができます。 

 

反復型喚呼の注意点 

 反復型喚呼には、２つの注意点があります。１つ目

は、反復型喚呼を長い間、高い頻度でし続けないとい

うことです。運転中は、徐行以外にも様々なことに注

意を向ける必要があります。長い間、高頻度で反復型

喚呼をし続けると、疲労が蓄積し、徐行以外のことを

忘れやすくなったり、運転操作を妨害したりする可

能性が考えられます。また、同じ文言を高頻度で喚呼

し続けると、自分が何を喚呼しているのかわからな

くなることがあります。英国の運転士を対象とした

列車運転シミュレータを使用した実験で、「次の信号

機は停止」と高頻度で喚呼しながら運転した場合と、

自分の好きなタイミングと頻度で運転した場合とを

比較したところ、高頻度で喚呼した運転士の方が「自

分が何を喚呼しているのかわかりにくくなった」と

いうことを強く感じていました。 

 ２つ目の注意点として、喚呼の文言について深く

考えすぎてはいけません。徐行の存在だけでなく、こ

れに関する制限速度、キロ程、ブレーキポイントな

ど、様々なことを言いたくなる方もいると思います

が、そうすると、１回の喚呼に要する時間が長くな

り、運転作業を妨害してしまう可能性があります。ま

た、運転中に「次は何を言おうか？」などと考えてし

まったら、今集中しなければならない運転作業をし

忘れてしまう原因にもなります。自分で適度な頻度

を考えて、シンプルに行うのがコツです。 

 

反復型喚呼の効果 

 この反復型喚呼は、行い方はシンプルですがその

効果は大きいことが実験で確認されています。紙面

の都合上、実験の手続きは省略しますが、反復型喚呼

を行わないと 52％しか正解できない記憶の課題に、

反復型喚呼を行うと 87％も正解でき、成績が約 1.7
倍に向上しました。 

 今回は速度超過防止に焦点をあてて説明しました

が、先取喚呼は失念を原因とする他の事故の防止に

も有効です。失念に関連するいろいろな場面で活用

いただき、事故防止に少しでも貢献出来たら幸いで

す。 

 

図１ 反復型喚呼の様子 
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はじめに 

 事故や労災の防止のためには、作業環境内の危険

源を速く正確に見つけ出す必要があります。このよ

うなスキルは危険感受性と呼ばれています。これま

で、この危険感受性を向上させる方法の１つとして、

危険源についての知識を向上させる「シナリオ描画

課題」とその活用方法を紹介してきました（人間科学

ニュースNo.223（2019年９月号）, 229（2020年９

月号））。本稿では、危険源を探そうとする態度を向

上させる「見逃し体験課題」をご紹介します。 

 

態度の重要性 

 鉄道従事員は、運転士であれば線路上の異常や

ホーム上の旅客の状況など、様々な危険源に注意し

ながら運転を行っています。たとえ、危険源に関する

知識を持っていたとしても、人間の注意力には限界

があるため、すべての対象に注意を向けることは不

可能です。そこで、適切に注意を配分したり、注意力

の限界に応じて工夫をしたりするなど、危険源を探

すための適切な対処が必要です。しかし、自分が危険

源を見逃す可能性があることを認識しなければ、対

処しようと考えることはできません。したがって、危

険源を見逃す可能性を認識させ、適切に危険源を探

そうとする態度を向上させることが重要になります。

これらを意図した「見逃し体験課題」を作成しまし

た。 
 
見逃し体験課題 

見逃し体験課題は、自分が危険源を見逃す可能性

があると認識させて、危険を探そうとする態度を向

上させることを狙いとする見逃し体験フェーズと、

見逃しを防ぐためには注意の配分や何らかの工夫が

必要であるという認識を向上せることを狙う成功体

験フェーズから構成されます。 

見逃し体験フェーズでは、まず、危険源の見逃しを

体験させます。見逃しが起こりやすい４種類の状況

を体験できますが、ここでは一例を図１右側に示し

ます。コマ送りで表示する画像の間にマスク（黒い画

像）を挟んで状況が連続的に変化する様子をパソコ

ン画面上に表示します。体験者はこれを観察し、危な

いと思ったらボタンを押すように教示されます。こ

こで、画面の右下に落下物（危険源）が現れるのです

が、トラックの位置やブレーキランプに注意が偏り、

落下物（危険源）に気づけないという体験をします。

この体験を通じて、自分が危険源を見逃す可能性が

あるという認識を高めます。その後、注意が偏りやす

い状況や、それを防ぐための工夫について解説を受

けます。図１の例では、「同じ箇所、対象ばかりに注

意を向けているときは、意識して他の対象にも注意

を向ける」という工夫が教示されます。 

成功体験フェーズでは、見逃し体験フェーズで解

説を受けた工夫が再度教示され、その工夫を用いて

類似の作業を行い、危険源の発見を体験します。この

体験を通じて、注意配分の必要性や、何らかの工夫の

必要性の認識を向上させます。最後に、体験した内容

と運転業務における見逃しとの結び付けに関する解

説を受け、実業務における見逃し防止の意識を高め

ます。 

 
図１ 見逃し体験課題の実施の流れ 

おわりに 

 危険減を探そうとする態度を向上させる「見逃し

体験課題」をご紹介しました。見逃し体験課題は、パ

ソコンを用いて個人での訓練に活用することも、プ

ロジェクターや大型のディスプレイなどに投影して

集団訓練に活用することも可能です。課題の実施と

解説を合わせて 15 分程度で実施することができま

す。 

先にご紹介した「シナリオ描画課題」と併せて、危

険感受性の向上にご活用いただけますと幸いです。 
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はじめに 

 日々の鉄道業務において、知覚、記憶、理解、判断

などの認知機能の適切な働きは欠かせません。これ

らの認知機能は、日々の過ごし方次第で改善できた

り、加齢による衰えを緩められたりすることが知ら

れています１）。では、どのように過ごしていけば良い

のでしょうか。まずは、認知機能を司る脳について説

明したいと思います。 

 

脳の神経細胞 

人の脳には膨大な数の神経細胞が存在し、神経細

胞が活動することにより、私たちは物事を考えたり

体を動かしたりすることができます。これらの神経

細胞は単独で活動するわけでなはなく、隣り合った

神経細胞同士が繋がり、情報を伝達し合い活動して

います。脳内にある膨大な数の神経細胞は、相互につ

ながり網のような巨大なネットワークを形成してい

ます（図１）。 

人は、新しいことに触れる機会が多かったり、何か

を新しく学ぶと、神経細胞の数が増えたり、神経細胞

間のネットワークが変化することが知られています。 

 

変化しやすい神経細胞 

 例えば、英単語を覚えるために何度も書く、テニス

で同じラケット操作を繰り返すといった、何か新し

いことを習得しようと努力すると、脳内でそれらの

情報を伝える神経細胞が多くなり、情報を伝える神

経細胞間の繋がりは強化され、情報が正確に早く伝

わるように変化します。イギリスのある研究では、ロ

ンドン全域の道路や建物を把握しないと合格するこ

とが難しいタクシー運転手の試験で、試験勉強を始

める前と合格した後の脳を比較すると、空間把握や

空間的な位置の記憶に関わる脳の領域が大きくなっ

たことが報告されています。このように、新しいこと

に触れたり物事を新たに習得すると、脳内の神経細

胞のネットワークは再構築され、情報の伝達効率が

より良くなります。しかし、せっかく構築された複雑

な神経細胞のネットワークも生活の仕方次第では、

劣化していきます。 

 

習慣化していることから抜け出す意識を 

習慣化していることをずっと繰り返したり、新し

いことに触れる機会が少ないと、脳の中では決まっ

た神経細胞とそのネットワークだけが頻繁に活動す

るようになります。すると、使われなくなった神経細

胞や神経細胞間の繋がりは消失し、情報の伝達効率

は悪くなります（図２右）。情報の伝達効率の低化は、

日々の業務で必要とされる認知機能に影響を及ぼす

可能性があり、脳を常時、活性化させることは欠かせ

ません。 

前述したように、意識して新しいことに触れたり、

何かを学ぶような経験を日々続けることで、脳内の

神経細胞のネットワークの活動が活性化し、認知機

能に良い影響を及ぼすと考えられています（図２左）。

普段の生活で、新鮮な体験が少なかったり、新しいこ

とにチャレンジすることがあまりないと感じていた

ら、まずは習慣化した生活の中に、何か新しいことを

取り入れてみてはいかがでしょうか。 
 

 
図１ 神経細胞のネットワークのイメージ 

 

 
図２ 新しいことを取り入れたときと 

そうでないとき 
 
参考文献 

1)吉澤浩志：認知症と認知予備能，神経心理学，第34
巻，第２号，2018 
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踏切対策のメリット・ 
デメリット 
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はじめに 

鉄道総研では、警報音が鳴っているにも関わらず

歩行者が踏切に進入することへの対策として、警報

音や遮断かん等の設備の工夫を検討しています。こ

のうち、遮断かんについては、警報が鳴動してから遮

断かんが降下するタイミングを早期化することによ

り、踏切手前で停止する人が増加し、警報中の進入を

抑止できることを実験で確認しました１）２）。 

一方、早期化とは逆で、遮断かんが降下するタイミ

ングを遅延させるとどうなるでしょうか？遮断タイ

ミングの遅延化は、警報開始と同時に踏切に進入し

た通行者が遮断完了までに踏切の外に出られるよう

に時間を確保する目的で、一部の踏切で実際に実施

されています。 
我々は、遮断かんが降下するタイミングを遅延し

た場合の進入側の歩行者の行動を検証しました１）２）。

ここでは、実験結果の概要について紹介します。 

 

遮断タイミング遅延化と歩行者の行動 

実験は、20～30 代の若手と 65 歳以上の高齢者の

男性を対象に、参加者が、自分の行動を操作するコン

トローラーを使って、踏切に接近する CG 映像シ

ミュレータで行いました。実験では、警報が鳴動して

から遮断かんが降下し始めるまでの時間を、横断す

る線路の本数が２本の場合に基準とされている４秒

を現行条件として、これより２秒または４秒遅延さ

せた場合の行動について調べました。 
実験の結果（図１）、若手では、警報が鳴動してか

ら遮断かんが降下するタイミングを遅延した場合、 

 
図１ 遮断タイミングの遅延化による踏切進入率 

鳴動してから踏切に進入する人は７～８割で、現行

条件とほぼ同じ割合となっていることがわかりまし

た。一方、高齢者では、警報が鳴動してから踏切に進

入する人は４～５割で、現行条件の２割弱から増加

することが分かりました。 
警報が鳴動してから遮断かんが降下し始めるまで

の時間を遅延して長くすると、たしかに踏切内の人

にとっては脱出し易くなるかもしれません。歩行速

度が遅い高齢者にとっては、確かにメリットがある

対策です。しかし、実験の結果、この対策はメリット

と同時に、警報が鳴動した後にも踏切内に入ってく

る高齢者を増やしてしまうというデメリットがある

ことが分かりました。 
警報が鳴動してから遮断かんが降下するタイミン

グを遅延すると、鳴動中にもかかわらず踏切が開い

ているように見える時間が長くなります。本来は、警

報が開始している時点で踏切に進入することは禁止

されているのですが、その意味は正確に理解されて

いるとは言いがたく、「遮断かんが降下してきていな

いから、まだ入れる」と誤解している人が多いようで

す（図２）。 
デメリット           メリット 

 
図２ 遮断タイミングの遅延化の影響 

おわりに 

対策には、メリットだけでなく、デメリットが潜ん

でいる可能性があります。総合的により良い対策を

提案するため、様々な方向からの検証を行い、メリッ

トだけではなく、デメリットを事前に洗い出し、ト

レードオフの議論ができるよう、実験データを積み

重ねていきたいと考えています。 
 
参考文献 
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鹿の目を光らせて列車

と鹿の衝突事故を防ぐ 
 

 

 

生物工学グループ 
潮木 知良 053-7316 
 

はじめに  

鹿と列車が衝突する事故が全国的に増加しており、

鉄道総研では、鹿の警戒声と犬の鳴き声を組み合わせ

た「忌避音」による対策手法の開発に取り組んでいま

す１）。鉄道事業者においても、鹿侵入防止柵の設置な

どの対策が実施されているほか、列車の運転士も鹿と

の衝突事故を起こさないよう、細心の注意を払って運

転するとともに、鹿の目撃地点を無線で他の運転士に

知らせたり、鹿との接触事故が多く発生する区間で速

度を落としたりするなど、さまざまな取り組みを行っ

ています。また、ベテランの運転士の中には、夜間の

山間部で線路上にいる鹿を非常に早い段階で察知し、

減速したり警笛を鳴らしたりして衝突事故を回避して

いる方もいます。そのような運転士に、どのようにし

て鹿を早く見つけることができるのか聞いたところ、

暗闇の中で鹿の目が一瞬光るのでわかるとのことでし

た。そこで、今回は鹿の目を光らせることが衝突事故

の防止につながる可能性について紹介します。 

 

鹿の目が光る 

 鹿の目には、網膜の後ろにタペタム（輝板）という

組織があります。このタペタムは、おもにキツネやネ

コなどの夜行性の動物やイルカなどの海生の動物の目

に存在し、わずかな光を反射させて収束することによ

り、暗闇の中で視界を確保する機能を持っています２）。

そのため、暗闇の中で目に前照灯のような強い光があ

たると、タペタムに当たった光が反射され、目が光っ

て見えるのです。 

 

どのくらい遠くの鹿を認識できるか 

図１は、夜間に走行する列車の運転室から、線路上

の鹿を撮影したものです。夜間に前照灯の光で照らさ

れて、対象物が人の目で見える範囲は前方約 100ｍで

すが、そのさらに 100ｍ先の暗闇の中に青白く光る点

が２つはっきり見えます。これが線路上にいる鹿の目

です。すなわち、鹿の目が光ることにより、本来人の

目では見えない遠くの鹿を認識することができます。

前方約 100m の線路上に鹿を発見した場合、時速

60km では発見からの約６秒間に鹿が線路外へ逃げな

いと衝突してしまいますが、200m 先の鹿を見つけら

れれば、列車が減速したり、鹿が逃走する時間が倍以

上に増え、衝突事故リスクの低減につながります。 

 

鹿忌避音で鹿の目を光らせる 

鉄道総研が開発している忌避音は、鹿が仲間に危険

を知らせる時に発する警戒声を利用しており、鹿の注

意を惹く効果が確認されています。そのため、たとえ

ば草むらに身を隠している鹿に忌避音を吹鳴すると、

頭を上げて音のする方向を注視します。列車の前頭か

ら吹鳴する忌避音は見通しの良い直線区間では約

400m 先の鹿にも聞こえるほどの音圧であり、遠く離

れていても鹿が列車を注視すれば、前照灯の光を目に

反射させて光らせることができます。このことにより、

忌避音には、運転士が夜間に鹿を早期に発見しやすく

なる効果も期待できます。 

 

おわりに 

 鹿忌避音は、鹿に列車の接近を警戒させ、早期に線

路上から逃走させることを目的に開発してきましたが、

運転士に鹿の存在をできるだけ早く気付かせることも、

衝突事故を減らすためには重要であると考えています。

引き続き、鹿と列車の衝突事故が１件でも減らせるよ

うに、対策方法の研究・実用化に取り組んでいきます。 

 

図１ 前照灯の光により人の目で見える範囲と、 

その先で光る鹿の目 
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